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AA アクリル酸

AES アクリル酸エステル

SAP 高吸水性樹脂

EO 酸化エチレン

イオネル® リチウムイオン電池用電解質

セグメント利益 「営業利益」＋「持分法による投資損益」

用語解説



決算サマリー
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2026年度上期実績 【対前年 増収・増益】

2026年度通期予想 【対前年 増収・増益】

売上収益 2,338億円 (+336億円)

営業利益 137億円 ( +47億円)

セグメント利益*1 167億円 ( +71億円)

税引前中間利益 169億円 (+61億円)

中間利益*2 118億円 (+42億円)

＊1：セグメント利益：「営業利益」＋「持分法による投資損益」
＊2：中間利益、当期利益は、「親会社の所有者に帰属する当期利益」を指す

売上収益 4,750億円 (+751億円)

営業利益 220億円 ( +45億円)

セグメント利益*1 270億円 ( +83億円)

税引前当期利益 275億円 (+60億円)

当期利益*2 205億円 (+37億円)

■原料価格高騰による在庫評価差益の増加やタイムリーな

価格転嫁によるスプレッド維持

■ソリューションズ製品のスプレッド拡大や数量増加

■持分法投資損益の改善

在庫評価差益の増加やソリューションズ事業の利益拡大

により、対前年増収増益

■上期同様、在庫評価差益の増加やスプレッドの改善、

ソリューションズ製品の売上増加等により増益

■持分法投資損益の改善

対前年増収増益

当期利益205億円、配当100%継続（増配予想+27円）

【上方修正 対 8/7公表値】

売上収益+200億円、営業利益+10億円の上方修正



上期実績 事業領域別サマリー
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EO他

SAP

AA・AES

エレクトロニクス

スペシャリティ

その他*2

事業領域
セグメント利益*1

2026年度上期【対前年】
要点

在庫評価差益および価格転嫁

価格転嫁の遅れによる一時的なスプレッド縮小

在庫評価差益および価格転嫁

アミン類や界面活性剤等のスプレッド拡大

ディスプレイ関連材料等の拡販

持分法損益改善（電池・自動車触媒）
エマルション等のスプレッド拡大

マ
テ
リ
ア
ル
ズ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

＊1：セグメント利益：「営業利益」+「持分法投資損益」
＊2：コンストラクション、エネルギー（電池、水素）、環境触媒、ハウスホールド、健康・医療 等
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Ⅰ. 2026年度上期 実績



業績の概要（前年同期比）
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2026年度上期 実績

FY2025 FY2026

上期 上期

実績 実績

売上収益 2,002 2,338 +336 +16.8%

営業利益 90 137 +47 +52.1%

（利益率） 4.5% 5.9% +1.4p -

持分法による投資損益 6 30 +24 +401.9%

セグメント利益*1 96 167 +71 +73.6%

税引前中間利益 108 169 +61 +56.1%

中間利益*2 76 118 +42 +55.7%

ナフサ価格（円/kL） 64,800 108,400 +43,600 +67.3%

円/ドル 146 159 +13 +9.2%

円/ユーロ 168 184 +16 +9.7%

＊1：セグメント利益：「営業利益」+「持分法投資損益」

＊2：中間利益は、親会社株主に帰属する中間利益を指す

（億円）
増減 増減率



セグメント別 売上収益・セグメント利益（前年同期比）
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2026年度上期 実績

FY2025 FY2026

上期 上期

実績 実績

AA・SAP 1,096 1,260 +164 +14.9%

EO他 301 422 +121 +40.4%

1,397 1,682 +285 +20.4%

スペシャリティ 240 292 +52 +21.8%

エレクトロニクス 125 140 +15 +11.9%

その他
*1 240 224 ▲ 17 ▲6.9%

605 656 +51 +8.4%

2,002 2,338 +336 +16.8%

65 79 +14 +22.3%

27 82 +55 +201.3%

4 5 +1 +29.4%

96 167 +71 +73.6%

＊1：コンストラクション、エネルギー（電池、水素）、環境触媒、ハウスホールド、健康・医療 等

売上収益 合計

マテリアルズ 事業

ソリューションズ 事業

全社共通

セグメント利益 合計

ソリューションズ事業 合計

事 業 領 域

(億円）
増減 増減率

マテリアルズ事業 合計



(内訳）

スプレッド 数量 加工費他 販管費

（億円）
FY2025

上期実績

FY2026

上期実績
利益差 売価 変動費 在庫評価

全社 96 167 +71 +8 +381 ▲ 374 ▲ 9 +83 +92 ▲ 9 ▲ 25 +24

セグメント利益 その他

収益費用

持分法

投資損益
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セグメント利益 増減分析（全社）

・マテリアルズ事業：減損損失計上があったが、在庫評価差益や価格転嫁により増益

・ソリューションズ事業：スプレッドの拡大や販売数量の増加、持分法投資損益改善により増益

2026年度上期 実績



(内訳）

スプレッド 数量 加工費他 販管費

（億円）
FY2025

上期実績

FY2026

上期実績
利益差 売価 変動費 在庫評価

マテリアルズ 65 79 +14 ▲ 2 +304 ▲ 306 ▲ 19 +72 +74 ▲ 10 ▲ 27 +1

セグメント利益 その他

収益費用

持分法

投資損益
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セグメント利益 増減分析（マテリアルズ）

スプレッド

（＋）特殊エステル・AES：
海外市況の急騰によるスプレッド拡大

（▲）SAP：
価格転嫁の遅れによる一時的なスプレッド縮小

数量

（▲）SAP：
大型定期整備に伴う生産・販売数量減

（▲）AES：
原料調達制約による販売数量減

加工費
販管費
持分法投資損益
他

（＋）加工費他：
在庫評価差益の増加

（▲）販管費：
海上輸送費の上昇に伴う運搬費増加

（▲）その他収益費用：
一部製品に関連する固定資産の減損損失

2026年度上期 実績



(内訳）

スプレッド 数量 加工費他 販管費

（億円）
FY2025

上期実績

FY2026

上期実績
利益差 売価 変動費 在庫評価

ソリューションズ 27 82 +55 +10 +78 ▲ 68 +10 +12 +18 +1 ▲ 1 +23

セグメント利益 その他

収益費用

持分法

投資損益
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セグメント利益 増減分析（ソリューションズ）

スプレッド

（＋）スペシャリティ：
アミン類や界面活性剤等のスプレッド拡大

（▲）エレクトロニクス：
ディスプレイ関連材料の製品構成

数量

（＋）スペシャリティ：
界面活性剤等の数量増

（＋）エレクトロニクス：
ディスプレイ関連材料の拡販

加工費
販管費
持分法投資損益
他

（＋）加工費他：
在庫評価差益の増加

（＋）持分法投資損益：
前期 持分法適用会社での減損実施

2026年度上期 実績
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Ⅱ. 2026年度通期 予想



2026年度通期予想の概要（前年同期比）
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2026年度通期 予想

FY2025 FY2026

通期 通期

実績 予想

売上収益 3,999 4,750 +751 +18.8%

営業利益 175 220 +45 +25.5%

（利益率） 4.4% 4.6% +0.2p -

持分法による投資損益 12 50 +38 +316.0%

セグメント利益*1 187 270 +83 +44.1%

税引前利益 215 275 +60 +27.9%

当期利益*2 168 205 +37 +22.3%

ROE 4.3% 5.2% +0.9p -

ROA 3.8% 4.6% +0.8p -

ROIC*3 3.3% 4.4% +1.1p -

ナフサ価格（円/kL） 65,200 104,200 +39,000 +59.8%

円/ドル 151 159 +8 +5.3%

円/ユーロ 175 180 +5 +2.8%

＊1：セグメント利益は、営業利益＋持分法による投資損益

＊2：当期利益は、親会社株主に帰属する当期利益を指す

＊3：ROIC＝（税引後営業利益＋持分法による投資損益）÷（有利子負債＋株主資本）

（億円）
増減 増減率



セグメント別 売上収益・セグメント利益（前年同期比）
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2026年度通期 予想

FY2025 FY2026

通期 通期

実績 予想

AA・SAP 2,184 2,587 +403 +18.5%

EO他 604 843 +239 +39.5%

2,788 3,430 +642 +23.0%

スペシャリティ 489 579 +90 +18.4%

エレクトロニクス 249 290 +42 +16.8%

その他
*1 473 450 ▲ 22 ▲4.8%

1,211 1,320 +109 +9.0%

3,999 4,750 +751 +18.8%

119 154 +35 +28.9%

60 107 +47 +78.5%

8 9 +1 +13.5%

187 270 +83 +44.1%

＊1：コンストラクション、エネルギー（電池、水素）、環境触媒、ハウスホールド、健康・医療 等

ソリューションズ事業 合計

事 業 領 域

(億円）
増減 増減率

マテリアルズ事業 合計

売上収益 合計

マテリアルズ 事業

ソリューションズ 事業

全社共通

セグメント利益 合計



(内訳）

スプレッド 数量 加工費他 販管費

（億円）
FY2025

通期実績

FY2026

通期予想
利益差 売価 変動費 在庫評価

全社 187 270 +83 +7 +737 ▲ 730 +15 +56 +90 ▲ 27 ▲ 7 +38

セグメント利益 その他

収益費用

持分法

投資損益
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セグメント利益 増減分析（全社）

・上期から下期にかけてスプレッドは縮小傾向にあるものの、通期では在庫評価差益や

ソリューションズ事業の販売数量増加、持分法投資損益改善等により増益

2026年度通期 予想



(内訳）

スプレッド 数量 加工費他 販管費

（億円）
FY2025

通期実績

FY2026

通期予想
利益差 売価 変動費 在庫評価

マテリアルズ 119 154 +35 ▲ 0 +605 ▲ 605 ▲ 3 +64 +75 ▲ 23 ▲ 10 +7

セグメント利益 その他

収益費用

持分法

投資損益
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セグメント利益 増減分析（マテリアルズ）

数量
（▲）SAP：

上期の大型定期整備に伴う生産・販売数量減の
影響

加工費
販管費
持分法投資損益
他

（＋）加工費他：
在庫評価差益の増加

（▲）販管費：
海上輸送費の上昇に伴う運搬費増加

（▲）その他収益費用：
一部製品に関連する固定資産の減損損失

2026年度通期 予想



(内訳）

スプレッド 数量 加工費他 販管費

（億円）
FY2025

通期実績

FY2026

通期予想
利益差 売価 変動費 在庫評価

ソリューションズ 60 107 +47 +7 +132 ▲ 125 +19 ▲ 9 +15 ▲ 4 +2 +31

セグメント利益 その他

収益費用

持分法

投資損益
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セグメント利益 増減分析（ソリューションズ）

スプレッド

（＋）スペシャリティ：
アミン類や界面活性剤等のスプレッド拡大

（▲）エレクトロニクス：
ディスプレイ関連材料の製品構成

数量

（＋）エレクトロニクス：
ディスプレイ関連材料等の拡販

（＋）コンストラクション：
エマルションの数量増

加工費
販管費
持分法投資損益
他

（＋）持分法投資損益：
前期 持分法適用会社での減損実施

（▲）加工費他：
製造固定費の増加

2026年度通期 予想
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Ⅲ. 事業の状況・トピックス



事業の状況 マテリアルズ事業
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市場環境 当社の取組

市場環境 当社の取組

安定供給と生産最適化を進め、新興国の需要拡大を取り込む

基盤事業の競争力を強化し、SAPの設備投資を実行

事業の状況・トピックス

EO他
市場環境 •安価なEO誘導品の輸入増加

•国内需要の減少

当社の取組 •EO誘導品の拡充、受託事業拡大

•輸送網の拡充

•他社とのアライアンス検討

高付加価値化と
効率向上

SAP

新興国需要の取り込みと
高付加価値品へのシフト

AA・AES

最適生産と
顧客基盤強化

•日本・インドネシアの生産出荷を最適化

•重点顧客との取組を強化

•中国の過剰生産が継続

•海外品との価格格差拡大

•新興国市場の需要拡大

•一部地域で厳しい競争環境が継続

•インドネシア＋5万トン／年

2027年7月商業運転予定

•高付加価値品へのシフト



事業の状況 ソリューションズ事業

19

エレクトロニクス

高機能材料で
情報社会を支える

市場環境 •ディスプレイの大型化・高精細化

•半導体の微細化の進展

•AI市場での高速な技術革新

当社の取組 •高付加価値品の拡販

•微粒子の生産能力拡大

•半導体・電材市場での拡販

エネルギー（電池）

クリーンエネルギー
社会に貢献

市場環境
•EV・ESS需要の拡大

•中国で成長が継続

当社の取組
•中国JVの生産能力増強

•北九州工場の建設

スペシャリティ

生活と産業を支える
高機能材料

市場環境
•世界的な環境規制により

水処理関連製品の需要増

当社の取組
•水処理関連製品の強化

•半導体関連製品の拡充

コンストラクション

安心・快適な
社会インフラに貢献

市場環境 •国内建設需要の減少

•回復時期は不透明

当社の取組 •イーテックとのシナジー最大化

•環境対応製品の開発促進

機能性化学で社会課題を解決し、持続的な成長と企業価値向上を実現

成長市場の需要を取り込み、エレクトロニクス・電池を拡大

事業の状況・トピックス



エレクトロニクス戦略：成長領域への展開
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事業の状況・トピックス

既存事業

ディスプレイ材料他

液晶の大型化・高精細化に対応した
改良品を投入し、収益基盤を確保

成長事業

半導体材料

ディスプレイで培ったコア技術を起点に、次世代デバイス・半導体分野へのポートフォリオ転換を図る

半導体の市場拡大と技術革
新に対応した製品開発と
売上拡大

フォルダブルやAR/VR等の
市場拡大に対応した製品の
投入

次世代デバイス材料

製品

光学フィルム用樹脂

カラーフィルター
レジスト用樹脂

微粒子
光学レンズ用樹脂

微粒子

光・熱硬化性材料

売上

微粒子

2025実績 2030目標

成長事業（新規ターゲット）

成長事業

既存事業（液晶ディスプレイ）

既存事業（その他）

売上成長イメージ

249億円

500億円規模

新規ターゲット



エレクトロニクス戦略：互応化学工業(株) 株式取得(子会社化)
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事業の状況・トピックス

「乳化・重合・感光」をコア技術に高機能樹脂を供給する、開発型のニッチトップ企業

日本触媒の強み（素材設計）

×

互応化学工業の強み（半導体材料事業基盤）

エレクトロニクス領域の
顧客接点・事業実績

樹脂・組成物設計
用途評価

少量多品種・高機能樹脂の
生産設備

成長市場ビジネスへ拡張

◆半導体材料分野におけるニーズ把握から生産までの機能を強化 ～成長事業拡大（半導体他）の成功確率を高める～

半導体材料事業の成長を加速し、エレクトロニクス事業のポートフォリオ転換を推進する

設立 1953年

本社所在地 京都府宇治市

事業分野 電子材料、化粧品、繊維分野への機能性化学品の製造・販売

売上高（2025年度） 69.3億円

営業利益（同上） 8.5億円

従業員 199名

実績 技術 生産

モノマー・樹脂・微粒子の素材設計

技術



イオネル®：中国JVの能力増強・北九州新工場の建設
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中国JV｜需要拡大に合わせた積極的な設備増設

ESS需要拡大に対応し、FY2027に年産12,400トン体制へ

12,400
トン/年 ＠FY2027

0

4k

8k

12k

1,200

FY2024

2,400

FY2025

5,400

FY2026

12,400

FY2027

既存 2,400 ＋ 増設① 3,000 ＋ 増設② 7,000 ＝ 12,400トン/年

2026年6月

増設① 商業運転中

2027年上期

増設② 商業生産開始予定

北九州工場｜国内新拠点の建設

年産3,000トンの新工場を
北九州市に建設中

3,000 トン/年

新設能力

2026年1月

着工

2028年12月

商業生産開始予定

国内供給拠点を新設し、

安定供給と事業拡大を支える

事業の状況・トピックス
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Ⅳ. 株主還元



株主還元

株主還元

2026年度 配当予想 【増配】 自己株式取得

140円／株 対前年 +27円

中間 70円 期末 70円 ＝ 年間 140円＋

60億円／年
2026年度中に

取得予定

2024～2027年度の4年間で約200億の取得目標

140円／株
前年差 ＋27円

年間配当

100.4%
FY2025 100.8% 

配当性向

60億円
FY2025 70億円

自己株式取得

5.2%
FY2025 4.3% 

DOE

129.4%
FY2025 141.6%

総還元性向

2024～2027年度の株主還元方針

配当
配当性向100％ または DOE 2.0％の

いずれか高い金額を配当

自己株式取得

政策保有株式の縮減等で得た資金を活用し

機動的に自己株式を取得

2024年度～2027年度までの株主還元方針

1：2024年4月1日付で普通株式1株につき4株の割合で 株式分割を行いました。 上記記載の配当金は分割後の金額で表示し ています。
2：DOE=株主資本配当率 24

（単位：円）
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参考資料



2026年度通期予想の概要（前回業績予想比）

26

2026年度通期 予想

上期予想 下期予想 通期予想 上期実績 下期予想 通期予想 上期 下期 通期

売上収益 2,350 2,200 4,550 2,338 2,412 4,750 ▲ 12 +212 +200

営業利益 125 85 210 137 83 220 +12 ▲ 2 +10

（利益率） 5.3% 3.9% 4.6% 5.9% 3.4% 4.6% +0.6p ▲0.5p 0.0p

  持分法による投資損益 25 35 60 30 20 50 +5 ▲ 15 ▲ 10

セグメント利益*1 150 120 270 167 103 270 +17 ▲ 17 +0

税引前利益 150 125 275 169 106 275 +19 ▲ 19 +0

当期利益*2 105 100 205 118 87 205 +13 ▲ 13 +0

ROE ー ー 5.2% ー ー 5.2% ー ー 0.0p

ROA ー ー 4.6% ー ー 4.6% ー ー 0.0p

ROIC*3 ー ー 4.5% ー ー 4.4% ー ー ▲0.1p

ナフサ価格（円/kL） 101,000 75,000 88,000 108,400 100,000 104,200 +7,400 +25,000 +16,200

円/ドル 159 158 158 159 158 159 +1 +0 +0

円/ユーロ 183 180 181 184 175 180 +2 ▲ 5 ▲ 2

＊1：セグメント利益は、営業利益＋持分法による投資損益

＊2：当期利益は、親会社株主に帰属する当期利益を指す

＊3：ROIC＝（税引後営業利益＋持分法による投資損益）÷（有利子負債＋株主資本）

（億円）
8月7日　公表値 11月9日　公表値 差異



セグメント別 売上収益・セグメント利益（前回業績予想比）

27

2026年度通期 予想

上期予想 下期予想 通期予想 上期実績 下期予想 通期予想 上期 下期 通期

AA・SAP 1,268 1,248 2,516 1,260 1,327 2,587 ▲ 8 +80 +71

EO他 422 342 764 422 421 843 +0 +79 +79

1,690 1,590 3,280 1,682 1,748 3,430 ▲ 8 +158 +150

スペシャリティ 296 266 562 292 287 579 ▲ 4 +21 +17

エレクトロニクス 140 141 281 140 150 290 ▲ 0 +9 +9

その他*1 224 203 427 224 227 450 ▲ 0 +24 +23

660 610 1,270 656 664 1,320 ▲ 4 +54 +50

2,350 2,200 4,550 2,338 2,412 4,750 ▲ 12 +212 +200

75 79 154 79 75 154 +4 ▲ 4 +0

71 40 111 82 25 107 +11 ▲ 15 ▲ 4

4 1 5 5 4 9 +1 +3 +4

150 120 270 167 103 270 +17 ▲ 17 +0

＊1：コンストラクション、エネルギー（電池、水素）、環境触媒、ハウスホールド、健康・医療 等

8月7日　公表値 11月9日　公表値 差異

全社共通

事 業 領 域

(億円）

マテリアルズ 事業

ソリューションズ 事業

マテリアルズ事業 合計

ソリューションズ事業 合計

売上収益 合計

セグメント利益 合計



事業領域別 四半期推移

28

1Q 2Q 上期 下期 通期 1Q 2Q 上期 下期 通期 1Q 2Q 上期 下期 通期

売上収益 543 553 1,096 1,088 2,184 648 612 1,260 1,327 2,587 +104 +59 +164 +240 +403

セグメント利益 21 31 52 57 109 51 ▲ 15 35 70 106 +30 ▲ 46 ▲ 17 +13 ▲ 3

売上収益 155 146 301 304 604 231 191 422 421 843 +77 +45 +121 +117 +239

セグメント利益 10 3 13 ▲ 2 11 37 6 44 5 48 +27 +4 +31 +7 +38

売上収益 698 699 1,397 1,391 2,788 879 803 1,682 1,748 3,430 +181 +104 +285 +357 +642

セグメント利益 31 34 65 55 119 88 ▲ 9 79 75 154 +57 ▲ 43 +14 +20 +35

内、持分法投資損益
*1 7 5 12 5 17 3 10 13 11 24 ▲ 4 +5 +1 +6 +7

売上収益 122 117 240 250 489 147 145 292 287 579 +25 +28 +52 +38 +90

セグメント利益 13 12 25 25 49 23 23 47 18 64 +11 +11 +22 ▲ 7 +15

売上収益 65 60 125 123 249 72 68 140 150 290 +7 +8 +15 +27 +42

セグメント利益 14 15 28 24 52 16 14 30 21 51 +2 ▲0 +2 ▲ 3 ▲ 1

売上収益 127 113 240 233 473 115 109 224 227 450 ▲ 12 ▲ 4 ▲ 17 ▲ 6 ▲ 22

セグメント利益 ▲ 3 ▲ 23 ▲ 26 ▲ 16 ▲ 42 7 ▲ 2 6 ▲ 14 ▲ 8 +10 +21 +32 +2 +33

売上収益 314 291 605 606 1,211 334 322 656 664 1,320 +20 +31 +51 +58 +109

セグメント利益 24 4 27 33 60 47 36 82 25 107 +23 +32 +55 ▲ 8 +47

内、持分法投資損益
*1 5 ▲ 11 ▲ 6 1 ▲ 5 10 6 17 9 26 +5 +18 +23 +8 +31

売上収益 1,012 989 2,002 1,997 3,999 1,213 1,125 2,338 2,412 4,750 +201 +135 +336 +415 +751

セグメント利益 55 41 96 91 187 135 32 167 103 270 +80 ▲ 9 +71 +12 +83

内、持分法投資損益 12 ▲ 6 6 6 12 13 16 30 20 50 +1 +23 +24 +14 +38

63 45 108 107 215 142 27 169 106 275 +79 ▲ 18 +61 ▲ 1 +60

44 32 76 92 168 104 15 118 87 205 +59 ▲ 17 +42 ▲ 5 +37

＊1：マテリアルズ事業の持分法投資損益は「EO他」、ソリューションズ事業の持分法投資損益は「その他」の事業領域に含まれています。

実績 予想
前年同期比

FY2026

AA・SAP

EO他

マテリアルズ事業

スペシャリティ

エレクトロニクス

その他

ソリューションズ事業

合計

税引前利益

当期利益

（億円）

FY2025

事業領域 実績



連結財政状態計算書
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（億円）

2026年

3月末

2026年

9月末
増減

2026年

3月末

2026年

9月末
増減

現金及び現金同等物 518 460 ▲ 58 営業債務 517 595 +79

営業債権 913 1,011 +98 借入金 587 657 +70

棚卸資産 858 943 +86 その他 632 640 +8

その他 184 180 ▲ 4 負債合計 1,736 1,893 +157

流動資産合計 2,472 2,594 +122

有形固定資産 2,231 2,203 ▲ 29 資本金 250 250 -

無形資産 60 54 ▲ 6 自己株式 ▲ 39 ▲ 38 +0

のれん 35 35 - 利益剰余金 3,028 3,069 +41

持分法で会計処理されている投資 300 311 +11 その他 726 747 +20

その他 703 825 +122 非支配持分 99 101 +2

非流動資産合計 3,330 3,428 +98 資本合計 4,066 4,129 +63

資産合計 5,802 6,022 +220 負債及び資本合計 5,802 6,022 +220

D/Eレシオ (倍) 0.17 0.18

有利子負債 655 725



連結キャッシュ・フロー
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（億円）

FY2025 FY2026

中間期 中間期

実績 実績

営業活動によるキャッシュ・フロー 255 199 ▲ 56

税引前中間利益 108 169 +61

減価償却費及び償却費 159 166 +7

営業債権債務・棚卸資産の増減 16 ▲ 111 ▲ 127

その他 ▲ 28 ▲ 25 +3

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 207 ▲ 218 ▲ 11

フリーキャッシュ・フロー 48 ▲ 19 ▲ 67

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 135 ▲ 33 +102

借入金の増減額 23 74 +51

自己株式の取得による支出 ▲ 52 ▲ 0 +52

配当金の支払額 ▲ 91 ▲ 93 ▲ 2

その他 ▲ 15 ▲ 14 +1

現金及び現金同等物の中間期末残高 459 460 +2

増減



(億円）

設備投資 96 378 191 533 234 560

減価償却費及び償却費 158 316 159 322 167 335

研究開発費 79 157 81 168 84 174

EBITDA 290 561 272 548 340 623

有利子負債残高 387 466 483 655 725 988

親会社の所有者に帰属する持分 3,815 3,830 3,806 3,966 4,028 3,953

資産合計 5,227 5,437 5,360 5,802 6,022 6,250

D/Eレシオ (倍） 0.10 0.12 0.13 0.17 0.18 0.25

自己資本比率 (%) 73.0 70.5 71.0 68.4 66.9 63.2

売上高営業利益率 (%) 5.1 4.7 4.5 4.4 5.9 4.6

ROA (%) - 4.3 - 3.8 - 4.6

ROE (%) - 4.5 - 4.3 - 5.2

ROIC (%) - 4.3 - 3.3 - 4.5

項目
FY2025

上期実績

FY2026

＜通期予想＞

FY2025

通期実績

FY2024

上期実績

FY2024

通期実績

FY2026

上期実績

連結主要指標
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製品海外市況・国産ナフサ価格・プロピレン海外市況

32



為替・海外売上高実績推移

33

■為替

FY24.1Q FY24.2Q FY24.3Q FY24.4Q FY25.1Q FY25.2Q FY25.3Q FY25.4Q FY26.1Q FY26.2Q

円/ドル 156 150 152 153 145 147 154 157 160 159

円/ユーロ 168 164 163 161 164 172 179 184 185 183

■海外売上高

(四半期累計: 億円） FY24.1Q FY24.2Q FY24.3Q FY24.4Q FY25.1Q FY25.2Q FY25.3Q FY25.4Q FY26.1Q FY26.2Q

アジア 281 562 837 1,105 247 495 756 1,012 271 585

欧州 169 325 480 628 158 325 487 668 175 340

北米 107 200 298 395 102 201 303 392 121 251

その他 34 71 106 149 34 74 108 147 35 70

海外売上高 (合計) 592 1,158 1,721 2,277 539 1,095 1,654 2,220 601 1,245

アジア 26.7% 27.2% 27.2% 27.0% 24.4% 24.7% 25.3% 25.3% 22.3% 25.1%

欧州 16.1% 15.7% 15.5% 15.3% 15.6% 16.2% 16.3% 16.7% 14.4% 14.5%

北米 10.2% 9.7% 9.7% 9.7% 10.0% 10.1% 10.1% 9.8% 10.0% 10.7%

その他 3.3% 3.4% 3.4% 3.6% 3.3% 3.7% 3.6% 3.7% 2.9% 3.0%

海外売上比率 56.3% 56.0% 55.8% 55.6% 53.3% 54.7% 55.3% 55.5% 49.6% 53.3%



EBITDAの推移
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（＊EBITDA=税引前利益+減価償却費+支払利息）



設備投資額と減価償却費の推移
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研究開発費の推移
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AA/SAP 世界需給動向

37

■需給動向
需要

供給

世界需要 約800万トン（2026年推定）
中期的に年率3％の成長を見込む

（新興国では4％前後の成長を想定）

＜増設/停止計画世界合計（年産能力）＞
2026年  約 60万トン 

2027年  約 30万トン
2028年以降  約 40万トン

■需給動向
需要

供給

世界需要 約320万トン（2026年推定）
中期的に年率2～3％の成長を見込む

（新興国では4～5％以上の成長を想定）

＜増設/停止計画世界合計(年産能力)＞
2025年             約 0万トン
2026年 約 5万トン
2027年 約 15万トン（当社インドネシア 5万トン含む）

2028年以降 約 25万トン
中国増設計画は遅延・不透明

【SAP】

【AA】

*当社調べ

*当社調べ



事業領域と主な製品

38

主な製品事業領域

●アクリル酸・アクリル酸エステル

●高吸水性樹脂

●酸化エチレン ●エチレングリコール

●有機酸 ●特殊エステル ●プロセス触媒 他

●各種アミン類 ●水系架橋剤 ●界面活性剤

●光学フィルム用樹脂 ●レジスト材料
●微粒子 ●色素 ●ヨウ素

●コンクリート混和剤用ポリマー ●エマルション

●LIB*1用電解質 ●電解質シート ●アンモニア分解触媒
●排ガス処理触媒、排水処理触媒

●洗剤原料 ●核酸/ペプチドCDMO *2

（ 主な子会社：日本乳化剤・中日合成）

（ 主な子会社：日宝化学）

＊1：リチウムイオン電池
＊2：医薬品開発製造受託機関、Contract Development and Manufacturing Organizationの略語

（ 主な子会社：イーテック）

その他

 コンストラクション

 エネルギ―（電池・水素）

 環境触媒

ソリュー

ションズ

スペシャリティ

エレクトロニクス

ハウスホールド

健康・医療　他

マテリ

アルズ

AA・SAP

EO他



IRカレンダー（予定）
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◆2026年度第3四半期決算発表

2027年2月4日（木）13:00 

この予定は、都合により予告なく変更となる可能性があります。



本資料は、投資判断の参考となる情報提供を目的としているものであり、

投資勧誘を目的としたものではありません。また、記載されている内容は、

資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した内容を含んでおり、

記載された内容を確約したり、保証するものではありません。実際の業績

は、様々な要因により、異なる結果となる場合があります。

お問合せ先：
株式会社日本触媒 コーポレート・コミュニケーション部

 E-mail: ns_ir@shokubai.co.jp
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